
　国の第２次補正予算を受け、川崎市では、約２７億５千万円
の新型コロナウイルス感染拡大防止対策関連補正予算が
６月２４日に可決・成立しました。６月１８日の予算審議では
公明党を代表し、川島議員が質疑を行い、主に下記項目に
ついて質しました。

　２１億円程度の追加交付を見込んでいる。５月の補正
予算では約４２億円を見込んでいたが、約２１億円にとど
まった為、一般財源の負担は減債基金からの新規借り入
れや財政調整基金から繰り入れ対応する。（※国への要
望が実り、約６８億円の交付）
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新型コロナ感染拡大防止関連補正予算／代表質疑

必要な支援を迅速かつ確実に！

地方創生臨時交付金の見込みについて

　マスクや消毒液等の衛生対策費用に対し、上限５０万
円を給付。対象は認可保育所、地域型保育事業所、幼保
連携型認定こども園、川崎認定保育園、企業主導型保育
施設等の認可外保育施設、病児・病後児保育正施設。
延長保育事業及び一時保育事業も補助対象とし、１施設
に対し、１００万円または１５０万円を上限に給付。

保育所等の感染防止対策の拡充

　コロナ禍で人的支援が求められる学校に、事務支援
員、障がい者就業員、教育活動サポーターを未整備、また
は人員不足校に対し配置。

教育現場への人的支援

　小・中学校にモバイルルーター約５０００台を１０月に導入。

ＧＩＧＡスクール構想推進事業費

　自主防災組織等の団体に対し、ニーズを捉え
プッシュ型による支援を実施。予算額は約２億円。
避難所の感染防止対策は「マスク」「消毒液」
「テント」「簡易ベッド」「アルミブランケット」等の
導入を検討。

各団体や避難所における
感染防止対策

　２４教室空調整備、空調未整備の特別教室
698室×２台スポットクーラー配置、窓の開放が
困難な教室約500教室×２台のサーキュレーター
を配置。

学校の感染防止対策、
熱中症対策の強化

　児童扶養手当受給世帯に一律５万円。第２子
以降ひとり３万円を支給。更に、収入が減少した
世帯に５万円の支給。一律給付は申請不要で８

月末までの支給予定。収入減
少世帯（児童扶養手当受給世
帯と同水準の収入）は申請が
必要。周知広報を強化する。
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●地域の声がカタチになりました
ひとり親世帯臨時特別給付金

　川島まさひろ議員は令和２年第４回定例会の
一般質問で質疑に立ちました。

令和2年第4回定例会 一般質問

　昨年の東日本台風時に避難所として利用した
151校の体育館の内、約3割の44校で雨漏りが
あったことから、出水期
までの修繕を要望して
いましたが、8月までに
23校の修繕に留まりま
した。残り21校への早
期対応を要望しました。

避難所の雨漏り対策急げ！

　「学習支援・居場所づくり事業」は事業者のご協力
もあり、高校進学率は９９％！ このコロナ禍でもお子さ
んたちをフォロー頂き感謝を申し上げました。事業の
実施施設にはWi-Fi環境が整っ
ておらず、環境構築を要望し、検
討される事に！ 実施時間帯が放
課後夜間帯にもなることから、
施設への防犯カメラ設置を求
め、検討されることになりました！

「学習支援・居場所づくり事業」
施設にＷｉ－Ｆｉ環境を！

　健康ポイント事業である「かわさき健康チャレンジ」
が、今年も6月1日からスタートしました。各種健康診
断受診や自ら設定した健康目標をクリアしてポイント
を貯め、抽選で豪華賞品をゲットできる
事業です。コロナ禍で応募台紙
を入手できない方のために
WEBでの申し込みを要望。検討
されることになりました。今後は
アプリ化も含め検討されます。 

「かわさき健康チャレンジ」
コロナ禍でWEB対応へ！

【宮内歩道橋】
手摺りのサビや階段に穴が
空くなど著しく老朽化が進ん
でいた歩道橋リニューアルの要望が実現しました。

【井田三丁目道路舗装】
中原養護学校につづく坂道の舗装改修の要望が実現しま
した。


